特別支援学校　中学部　生活単元学習　学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　単元名　　「野菜市場を見学しよう」
２　単元設定の理由

本クラスは中学部３年女子２名の重複障がい学級である。2名とも知的障がいがあり、1名は脳性まひで四肢にまひがあるために電動車いすを使用している。もう1名は下肢に障がいがあり不安定であるが、独歩ができる。

本学級の生活単元学習では、年間を通して「学級菜園を作ろう」をテーマに設定した。地域の畑を観察したり、農家の方から栽培方法をうかがいながら実際に栽培したり、収穫した野菜を調理したり等の活動を通して、栽培の大変さや収穫の喜びを体験させるとともに、地域の人々との交流を通して感謝の心、郷土愛を育成してきた。
本単元では、秋に収穫できる野菜について理解を深めさせるため、実際に野菜市場を見学することにした。さまざまな野菜の名前を聞いたり、写真撮影したりなど情報を収集し、表にまとめて掲示したいと考える。また、野菜市場を見学するときの昼食時には、近くにあるレストランでの食事も盛り込み、季節の野菜料理に親しめるような設定にした。
本時は、野菜市場に見学に行く日程の中から、特にレストランでの食事場面を取り上げ、楽しく食事をする方法を考えることにした。生徒たちは普段家庭や学校など決まった人々と食事をすることに慣れているため、雰囲気が異なる場所では不安定な状態になる可能性がある。そのため、教師のロールプレイを見たり、毎日の給食で指導されている内容を思い出させることで、自分でできるマナーに気付かせたい。同時に、食事場面でどんなことに注意しなければいけないか確認することで自分の目標を明確にさせていきたい。
指導に当たっては、「見学のしおり」に生徒自ら記入させたり、ＶＴＲや写真等を活用して説明することで活動内容の理解を深めさせるよう配慮する。また、レストランでの食事は、楽しく食事ができるように配慮しながら、毎日の給食の中で指導している事項が実践できるように、言葉かけしていく。
３　「食べる力」との関連　

	食べる力の要素
	○　期待する姿

	一緒に楽しく食べる
	○一緒に食べる人を気遣い、マナーを守って楽しく食べることができる。


４　単元の目標

（１）秋に収穫できる野菜の名前や特徴を知り、表にまとめる
（２）周囲の人々から必要な情報を収集し、まとめることができる。

（３）食事のマナーを実践しようとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関心・意欲・態度）

（４）マナーを守って楽しく食事ができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（技能・表現）

５　指導計画　　　　　総時数　１４時間
（１）秋に収穫できる野菜を調べる（地域・周辺の観察・聞き込み）　　　　　　　　　　　　2時間

（２）野菜市場に行って調べよう（予定を立てよう）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2時間

（３）レストランで食事をしよう（昼食の予定を立てよう）　　　　　　　　　　　　　　　　1時間（本時）

（３）野菜市場を見学しよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5時間

（４）調べたことを表にまとめよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4時間

６　本時の目標

　○レストランで食事することが分かり、マナーに注意して、みんなと楽しく食べることがわかる。

７　生徒の実態と個別の目標

	
	　　　　　　　生　徒　の　実　態
	○個別目標　　●配慮事項

	Ａ


	２年前に経管栄養から経口摂取に切り替わった。通常の形態の食べ物を一口位の大きさにきざみ、スプーンを使用しこぼすことがあるが、ほぼ１人前食べることができる。あいさつを忘れてしまうことやテーブルに肘を突いたり、足を組んだり姿勢が悪くなることがある。また、友達が食べ終わるのを待つことが難しい。
	○教師からヒントを受けながら、自分でできるマナーについて気付くことができる。

●できるだけ自分で気付けるように、選択肢を与えたり、その方法を提案したりする。言葉だけではなく写真なども使用して説明を行う。

	Ｂ


	・四肢にまひがあり手指の機能性が低い。通常の形態の食べ物を一口大よりやや小さくきざみ、個人のスプーンや皿を使用している。食べ物を集めるときなど介助が必要。こぼす量が多い。食事をしながら話をしてしまうことが多い。
	○自分の食事のマナーを振り返り、自分でできるマナーについて理解することができる。

●「私にはできない」という発言が多いので、自分でできることを考えられるように言葉掛けする。難しい場合には、答えられるよう少しずつヒントを与える。


８　指導過程

（１）展開例　　　

	段階
	学習活動・内容
	時間
形態
	○指導上の留意点　※評価
	資料等

	導入


	１　本時の学習内容を知る。


　　　　　　　　　
	10
分

一斉
	○前時において学習した、野菜市場を見学することを「見学のしおり」を見ることで思い出させる。

○見学のあとで、近くのレストランで食事をすることを知らせ、食事のメニューや注意事項などを学習することを伝える。
○文字は大きく生徒に分かりやすいよう提示する。
	しおり


	展開


	２　レストランを確認する。

３　教師のロールプレイを見て人と楽しく食べるための方法を確認する。

４　レストランで気を付けるマナーを確認する。
　・個人目標
５　メニューを決める。
	10
分

一斉
10
分

一斉
10分

個別
５

分

個別

	○事前に撮影したレストランのＶＴＲを視聴し、具体的なイメージを持たせる。

○教師が場面を演じて見せ、生徒に質問しながら、マナーについて考えさせる。その際、周囲の人たちと楽しく食べるためにマナーが大切であることに気付かせるようにする。

○２名でよく意見を出し合えるよう言葉掛けをする。
○Ａ児には、相手の話を聞き取れたかどうか教師が確認する。聞き取れていなかった場合には、Ｂ児にもう一度話してもらい、確認できるようにする。
○Ｂ児には、相手の意見に左右されずに自分の考えを持つことができるよう、なぜそう思うのかなどの理由も一緒に答えてもらう。


○毎日の給食時にどのような指導を受けているか、思い出させ、自分が守ることを明確にさせ、しおりに記入させる。
○食べやすいように給食で使用している個人の食器やスプーンを持参すること、大きなエプロンやお盆を準備することを伝え、安心して食事ができることを理解させる。

○日頃の給食の食べ方を振り返りながら気付くことができるようにさせる。

○店のメニューを見せ２名で相談しながら自分たちの好きなメニューを選択させる。

○Ａ児は、発音が不明瞭なため、相手にうまく伝わらないことが予想されるため、教師と確認しながら、Ａの言葉を読み取るようにする。
○Ｂ児は、教員に「どうすればいいですか」「何がいいと思いますか」と質問することが多いので、自分の考えや思いを相手に伝えることができるよう、答えられないときには選択肢を与えるようにする。
	ＶＴＲ

メニュー表



	終末


	６　次時の予告を聞く。
	５
分

一斉
	○「見学のしおり」を使い、次回は、野菜市場を見学する期日、見学場所、質問事項を再度確認する。

○レストランで昼食を取ることを伝え、期待感を高める。


	















































※次回の野菜市場の見学の見通しが持てたか。











※レストランでのめあてを決め、発表することができたか。（発表）











※楽しく食べるためのマナーについて理解することができたか。（発表）





野菜市場を見学しよう。


（レストランでの食事）

















